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（Psychiatric Day-care Adaptation Questionnaire，以下，PDAQ-16）に改変された．次
いで，PDAQ-16を用いてデイケア利用者の適応水準にわけた実測値を検討した．専門職に
よる群分けをもとにPDAQ-16総合計，各下位尺度値合計（第Ⅰ･Ⅱ・Ⅲ因子），STAIの各々
の中央値を検討した．デイケア専門職の群分けによる比較において，初期利用群（n=50）
と安定利用群(n=163)において，PDAQ-16総合計と第Ⅱ因子で安定利用群が有意に高かった．
また，STAI特性不安で安定利用群が有意に低かった．さらに，デイケア利用20日以内群
（n=22）と21日以降を経過群（n=218）として2群間比較を行い，第Ⅰ･Ⅱ・Ⅲ因子および
PDAQ-16総合計で20日以内群の方が有意に低かったが，STAIに有意差は認められなかった． 
 以上の結果より，PDAQ-16は3因子16項目の因子構造を示し，構成概念妥当性，基準関
連妥当性，信頼性を有し，不適応な状態にある利用者の適応度を測る質問紙であることを
明らかにした．また，群間比較によってデイケア利用20日以内群の適応度が低い事を明ら
かにする中，STAIでは有意差が認められなかったことから，20日以内の利用期間にあって
はPDAQ-16方がデイケアにおける適応測定には臨床的に有用であることを示した． 
 本研究では，PDAQ-16がデイケアにおける利用者の適応度を測ることに特化した質問紙
として，妥当性と信頼性を持つことを明らかにした．また，群間比較によりPTAQ-16は利
用者の適応度を測定でき，特に初期や不適応な状態にある利用者の評価や援助に活用でき
ることを明らかにした． 
